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激し　く降っていた雷が、お昼頃にはピグッと止んで笥　定刻＼一、、′、噂革には）ノ′、γ－、繭

に骨空が広がり十数連の平和竣凧が勢いよく空に練りつた。

一

傘隼も、おじ鎧やんがき費．聖篭

きょ隼も常》ったけ巴や謡隼捌まう

郡撃翌曝　　漁　闇　挑　輔
■
、
．
．
い
∵
　
ｌ
・
∴

・
・
ｔ
 
ｌ
■
∴

ヅ

賢
二
等

．

′

し

こ

＼
Ｖ

・

－

　

　

　

■

　

1

1

れ
ぅや

も

ノ
・
＼
、
－
㍉
十
・

脚かいもお鎧か鉦㌣管針針机㌔
・

Ｆ

．

㌧

・

・

■

、

■

、

ぬ卵 藍、ノ晶に　〆ぴぃバ豊　′た。

』禿二、。

紅っ㌢いっぱい卵ばＬ等いい茂と守雄㌦招烏招‖了いい㌫扉㌃
豊等いつは㌦欄旺銅打■∈あげ舵こ。

2．4年間、
される二　と

挺汐机ヅノかぜしこ3㌔三三。

・健頑、
℃

′

（

＼

、

杏
仏

土
Ｕ

′

く

＼
羞

・

　

、め摸し
ｒ
ｈで巨

∴

■
い
・
■
、

を

芸策愈
体でもない小一∴んの医師が．も　ペシャワ「ごノ〉」－リレで必登と

られた。その静かな藷しぶり仁㌦　Ｗ川同深く感動。
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『不都禽怨窯袈』13：3針叫5：30　　ゴア蒐副大統領が

「伽地球温噴化」がもたらす深刻な観客を諸資料により案証し驚銀を鳴らす。
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◎カ　3月′∃　目（冒）イラグ戦孝の真東
をゐつめる「リダグテッド上ヒ映碁

（しらかばの金主櫻）

◎　2月う1日（体）県民過半数署名
をすすめる番　学習鋸乳番
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平出奥代チさんが、先日急逝こされました。心か宣ご繁藤をお祈りします。
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